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魚

食

論

(三
)

財

部

静

治

七

特

別
飲

食

物

と
し

て
汚

ハ、
ら
れ

た

る
脂
肪
叉

は
乳

と

、
引

離

け
;
⇔
諸

動
物

の
肉
が

、
人

智
し

て
大

に
否
虞

ら

く

は
至

上
の
燈

力

及
健
康

を

、
促
進

せ
し
む

る
た

め
必
要
映

く

べ
か
ら
す

と
は

せ
ざ

る

に
似

た
り

、
気
候
概

し

て
温

和

な

る
本
邦

、
佛

、
伊

及

西
斑

牙
等

に
於

け

る
野
人
農

夫
が

、
李
素
読

食

す

れ
ど

も

、
身
艦

健

全

に
し
て
還

し
ぎ

は

、
智

利

の
坑

夫

ナ
イ

ル
河

の
船
頭

に
於

け

る
と
異

る
な

し
、

日
夕
繊

肉

に
飽

く

の
貴
人
富
者

中

、
却

り

て
孱
弱

蒲
柳

の
人
勘

か
ら

さ

る
の
事

實

を
併

せ
考

へ
な
ば

、
肉
食

の
有
無

及
多

少
以
外

、
別

に
健

否
を

左
右
す

べ
き
事
由

あ

る
を
想

は
ぎ

る
を
得

ざ
ら

ん
。
事

賃

上
長

年
月

の
間

何
等

の
肉

食

を
揖

ら
ざ

る
も
荷

生
存
を
保

ち

、盛

な

る
働

を

続

け
得

べ
き

は
疑

ふ
べ
く
も
非

す
、
西

人
間

に
も
菜

食

論
者

を
看

る

は
之

が
た

め
な

り
、
Ω
養

①
a

。
P

=
冒
穿
a
Φ

の
如

き
學
者

は
進

み
で
菜
食

論

を
標

榜

す

る
こ
と
な

し
と
す

る
も

、
動
物
質

蛋
白

を
以

て
無

條

件

に
必
要

と
す

へ

き

こ
と

を
拒

み
、
含

窒
素

物
食

品
は

少
量

に
て
足

る
と
な
す

を
以

て
、

そ

の
學
説

に
よ
れ

る
食
養

に
あ
り

て
は

、

肉

を
敏

き
得

べ
き

こ
と
と

な

る

べ
し

。
而
も
亦

全

く
肉

を
用

ゐ
ざ

る

一
文

人
階
級

何

れ

の
世

に
か
存
在

せ

る
こ
と

魚

食

論

策
三
十
四
巻

四
八
三

第

三
號

一
九

1



魚

食

論

第
三
+
堪

四
八
四

第
三
號

二
〇

あ
る
や
・
肉
食
の
禁
あ
り
と
し
て
も
そ
は
全
民
衆
の
間
に
厳
守
さ
契

り
皇

3
べ
き
.」
・
、あ
る
や
、
肉
食
は
智
能

啓
登
の
た
め
に
肝
要
な
り
と
は
言
縫

迄
も
、
之
が
奮

讐

的
な
皇

9
と

へ
き
に
非
る
か
、久
し
く
之
が
食
用
に

馴
異

る

一
民
婆

竺

階
級
を
し
て
、
全
芝

を
断
た
し
む
・
を
賢
と
な
し
得
べ
き
か
と
は
、
執
中
不
偏
の
研

究
者
よ
り
せ
ば
・
何
れ
も
答

ふ
る
難

き
を
告
げ
宮

せ
ら
・。
べ
き
問
題
た
り
、

一
般

養

肉
問
題
は
西
洋
入
の

熱

る
所
に
よ
る
に
芝

に
つ
き
何
籠

儀
及
儀
式
に
わ
砦

も
の
を
畢

、
純
奨

・

一
鐘

問
題
と
し
て
取

叛

は
る
・
か
く
て
肉
食
は
人
を
し
て

濤

有
能
な
ら
し
め
、
又

恵

愛

人
道
の
窃

警

し
め
得
べ
き
に
非
、

山

う

野

墓

こ

寸

・

警
.
か

よ

第

食

覧

馬

に

よ

り

差

別

の
要

あ

り

と

の
緻

告

は

與

へ
乍

ら

、

西

洋

気

候

璽

15

そ

の

住

慌

ナ

じ
　

ロ
ゑ
セ

イ

み
コト
ぬ
ト
さ
マ

メ

セ
ノ

ノ
　

の
た
め
・

一
般
的
に
は
肉
食
の
撮
取
を
推
薦
し
、
之
が
諸
理
由
を
擧
げ
、
由
り
て
特
殊
の
肉
懸

働
及
大
多
敷
精

神

勢

働

の
た

め
有
用
な

り

と
な
す

、
素

よ
り
蛋
白

、
脂
肪

及
含

水
炭
素

は
、
植

物
質

食
物
中

に
も
含
有

せ
ら

る
と

錐

も
・
食

肉

中

に
お
け

る
肝
要

成
分

の

一
部

は

肩

嗜
昧

に
適

し
、
叉

恵

消

化

し
易

き
状

況

に
よ
り
含

ま

る
、

さ

れ
ば
大

多
敷

都
市
住

民

の
如

く
、
肉
膿

の
烈

し

き
動
作
を
件

は
ざ

る
諸

活
動

に
當

る
べ
き
者

に
は
、
適

切

な

る

食

物

と

せ
ら

る
、
加

之

或

は
叢
或

は
焼
き
或

は
蒸

す
が
如

く
、
調
味

の
仕

方
を
憂

へ
、
供
膳

上
鍵

化

に
富

ま

し
む

る

の
便

あ

り
・

從

び

て
西
洋

の
道
徳

的
宗
激

的
信

條

は
、
之

を
賢

明
又
適

度

に
使

用

す

る
の
條

件
備

は

る
限

り
、

此

問
題

を
棄

て

て
顧

み
す

、
唯

何
人

か
が
何
等

か
の
理
由

に
よ

り
動

物
食

を
嫌

ふ
と
も

、
そ

の
良

、笈

は
嗜

好

に

從

ふ
は
そ

の
人

の
自
由

な

り
と

す
、
叉

有
能

な
る

一
醤

師

に
よ

る
庭

法
は

、
特
殊

の
場
合

に
於

け

る
食
箴

を
決
定

す

る

に
止

む

る
を
例

と
す

。
素

よ
り
欧

米

に
も

一
部

の
葉

色

論
者

は
含

ま

る
、
薬

食

に
關
す

る
詳
論

は
本
編

の
預



り
知

ら
ざ

る
所

た

る
や

、
前

に

=
言
せ

る
が
如

く
な
り
と

錐
も

、
肉

食
問
題

に
鯛

る

る
範

園
内

に
於

て
、
柳

か
之

に
言
及

せ
ん
か

、
論
者
或

は
肉
食

の
た

め
貧
窮

及
残

忍
法
外

に
蔓

る
と
す

る
も
、

そ
は
肉
が
永

年
を
通

じ
、
各

人

常

食

の
主
要

品

と

せ
ら

る

る
。
重
留
然

丁
及

ニ
ュ
ー

、

ジ
ー

ラ

ン
ド
住

民
間

に
、
少

し
も
記

誌

さ
れ
ざ

る
所

な

b
、

そ
の
値

域

は
富

者

の
邸
内

に
於

け

る
家

事
使

用
人

が

、
智

能
上
身

燈

上

の
辛
勢

少

き

に
拘

は
ら
ず

、
肉

を
浪
費

的

叉
過

分

に
食

す

る

こ
と
著
名

な

る
を
看

よ
と

し

て
、
肉

食

に
身

心

の
良
能

保
進

の
効

な

き
を
説

か
ん
と

し
、
或

は

植
物

質

材
料

に
よ

る
上
等
叉

低
廉

の
食
物

あ

る
も
、
諸

貧
民
階

級
中
之

を

知
ら
ざ

る
た

め
、
貧

な

る
も

の
如

何

に

多
き

か
を
見

よ

と

し
、
或

は
叉

諸
動
物

も
生

存

の
構

利

を
有

し
、

そ
の
生

命

は
棘

聖

な
り
と

の
激

儀

を
掲
げ

て
、

渠

色

の
正
し
き

を
説

か
ん
と

す
。
從

び

て
そ

の
主
張

は
馨
事

、
慈

善
又
宗

敷

に
訴

へ
て
,
各

々

一
根
慷

を
粧

へ
る

も
、
歴
史

及
食

に
關

す

る
民
俗
を
尊
重

す

る

普
通

人

に
は

迷

想

を
以

て

遇

せ
ら
れ

、
叉

そ
の
主
張

偏
執

に

流

れ

て
、
傭

學

覗

す

べ
き
も

の
を
看

る

に
至

れ

る
は
、
前

に
摘

示

せ

る
所

な
り

。
唯
前
記

諸
主
張
申

動
物

へ
の
残
虐

観

は
、
本

邦

に
於

け

る
殺
生

戒
及
放
生

の
風

習

に
照

し

て
、
興
味

深

し
と
す

べ
き
を
以

て
、
聯

か
附
説

せ
ん
か
、
豚

、牛
及

羊

を
屠
殺

す

る

の
方

法
如
何

に
よ

り

て
は

、
動
物

を
遇

す

る
こ
と
残

忍

な
り
と
攻

撃

さ

る
る
も
、
當

を
得

た

り
と

す

べ
き

こ
と

あ
ら

ん

、
さ

れ
ど
動
物

へ
の
苦

痛

は
適
當

の
方
法

に
よ
り

て
避

け
ら

れ
得

べ
く
、
慈

仁
な

る
現

肚
會

は
、
此

目

的
上
諸

法
規

を
制

定
實

施

す

る

こ
と

に
全

く
成

功

せ
り

。
他

の

一
面

よ
り
議

す

れ
ば

何

れ

の
國

に

て
も
人

の
生
命

を
救

ふ
が

た

め
に
、
動

物

の
生
命

を
塊

す

こ
と

を
避

く

る
は
不

可
能

な
り
。
虎

、
獅
子

、
毒

蛇

及

毒
轟

は
、
人
類

を
維
持

せ
ん
が

た
め

に
そ
の
跡

を
断

つ
の
要
あ

る
よ
り
推

さ
ん
か
、
右

の
見
解

は
究
極

に
於

て
勝

魚

食

論

策
三
十
四
巷

四
八
五

第
三
號

二

一

嘔



魚

食

論

集
三
十
四
巻

四
八
六

第
三
號

二
二

を
制

す

る

の
外
な

か
ら

ん
。
蓋

し
人
類

を

し

ご
こ

の
地

球

を
占

め
し

む

べ
き
か

、
將

た
鼠

を
し

て
し
か

せ
し
む

べ

き

か
の
十

一
問
題

に
逢

着

す

る
時

は

、
道

理
上
人

を
益

す

る
を
可
と

す

べ
け
れ
ば

な
り
。

諸

國

に
於

け

る
食
養

上
獣

肉

及
鳥

魚
肉

は
常
用

せ
ら

れ
、
唯

主
要

穀
物

が
必

須
鉄

く

べ
か
ら

ざ

る
の
食

品
親

せ

ら

る

る
に
饗

し
.
肉

食

の
主

眼

と
す

る
所
寧

ろ
享

楽

に
あ

り

と
す

べ
き
相
違

は
存

す
。
而

も
亦

一
般

に
諸
国

の
常

用

食

品
上
大
殊

異

を
呈

す

べ
き
諸

事
由

に
就

き

、
前

に
説

け

る
所

に
よ
b
常
盤

推

知
す

べ
き
が
如

く
、
生
産

及
消

費

05

雨
面

に
於

け

る
諸
事

由

に
本

づ

き
、
主

用
肉

の
種

類
及
肉

類
消
養

の
多

少

は
、
國

に
よ
り

そ

の
趣

を
異

に
す

る

こ
と

尠

し
と

せ
す

、
そ

の
問

特

に
人

の
嗜

好

叉

は

嫌

悪

に
よ

り

、
左

右

せ
ら

・窓

所

寥

郭

は

欺

一

べ
・
.
に
非

や

、レ
ジ

塾

図

の
生
活

歯
尠

き

を
得

べ
く

し

て

,
人

は
多

く
野
菜

を
嗜

む
と

は

、

ヨ
爵
ω
ユ
8

が

そ

の
注

目
す

べ
き
著
書
地

方
ナ

ル

ァ
ソ

シ
オ

イ

ジ

ロ

別
肚

會

學
中

に
説

く
所

な
り
。

そ
は
兎

も
角

と

し

て
今
先

づ
諸

国
事

情

に
付

聯
か
概

観

せ
ん
か
、

西
欧

入

、

米

人

及
他

の

一
部

民
族

の
食
事

上

、

士
⊥
と

し
て
牛

、
.羊

、

豚

に
よ
れ

る
獣
肉

は

一
の
重

要
食
品
親

せ
ら

る
。

北
米

合
衆
國

は
牛

肉

及
豚
肉

の
最
大

生
産

者

な
り

、
濁
、
露

、
佛

、
大

不

測
顛

、
重

留
然

丁

、
濠

洲
及
加

奈
陀

は
他

の

重
要
生
産

者
叉
消
費

者

な
り

、
東

洋

及
熱
帯

の
諸

民
族

は
獣
肉

を
用

み
る
こ
と
尠

し
、
印
度

人

は
宗
敏

上

の
禁

忌
.

に
も
動

か

さ
れ
、
・
又
貧

な

る
が
た

め

に
之

を
用

み
す

、
而

し

て
多
量

の
獄
内

を
輸

出
す

る
國

は
甚

だ
尠

し
、
北
米

合
衆

國
及
加

奈

陀

、
亜
留
然

丁
及

ウ

ル
ゲ

ー

、
濠

洲
及

ニ
ュ
ー

・
ジ
ー

ラ

ン
ド

、
小
園

た

る
丁
抹

は
、
世
界

の
轍

出

獣
肉
中

の
大

部
分

を

供
給

す

,
世
界

に
於

け

る
獣
肉

供
給

の
三
又

は
四
%
以

外
、

そ

の
全

部

は
之

を
生
産

す

る

ぜ

せ

諸

国

そ
れ
自

燈
内

に
て
消
費

せ
ら

る
。

こ
は
隠

れ
な

き
事

質

と
し

て
人

の
周

知
す

る
所
な

る

べ
き
も
、

そ
れ
丈

け

*cf.Devas,G■oundworketc.PP.292,293;Devユs,PoliticalEonolnア ・2・cd・,01

87「PP.142,143;C.R.Henderson,S〔,cialProgrammesinthe"「est・'1;PP・

8851ischer,Grundrisspiersozialenf一[ygiene・'BS・75・

**cf
.Whitbecl(,IndustricalGeographパ24P.56cl.



.

重

視

し
て
省

思

の

一
材

料

と
す

べ
き
を
想

ふ
、
獣

肉
自
給
國

に
登
達

し

た

る
螢

養

論

は
、
果

し
て
稠
密

な
る
他
國

入

口
を
も
無

條

件

に
律
す

る
の
値

ひ

あ

る
か
と
す

る
が
如

き

、
正

に
そ

の

一
例
な

り

。

.

右

の
所
説
・に
牽
囃

し
て

、
濁
文

、
肚

會
経
濟

學
大

系
中
消
費

論
を
執
筆

せ
る

丙
9
二

〇
匡
9
き
興
四

が

、

諸

国
維

濟

事
情

と
獣

肉
消
費

と

の
關
係

、
特

に
近

年

の
濁
逸

事
情

に
就

き
説

け

る
所
は

、
大
概

を
窺

ふ
の
目
的

に
適

す
と

考

ふ
る
を
.以

て

、
以
下
大

膿

に
之

を
紹
介

す

る
こ
と

と
す

べ
し

。

人

口
疎

薄

な

る
塵

粗
笨
な

る
牧
場

経
螢

の
下

、
肉

を
自
給

し
得

て
鯨

り
あ

り

、
從

ひ
て
渦
…去

の
欧

洲

並

に
現
今

(熱
帯
を
除
け
る
)
米

(北
米
農
民
も
亦
精
流
者
に
よ
れ
ば
、
異
醤
な
る
大
肉
食
看
な
り
)
及

濠

に
て
は
、
肉

の
大

消
農

を
見

る

べ
く
、

そ

は
部
分

的

に
は
肉

の
賞

味

と
す

べ
き
以

上

に
上

る
、
帥

ち

亜
留
然

丁

に
於

て
四
十

年
前
製

粉
機

は
爾

一
つ
も
存

せ
ざ

り
し

に
當

り
、
土

民

の
農

業
勢

働
者

は
そ

の
低

き
生

計

に
拘

は
ら

す
、

日

々
三

回
そ

の
好

み

に
任

せ
、
焙

き

シ
ツ

フ

ス
ツ
ウ

イ

　
バ

ッ

ク

叉

煮
〃た

る
肉

一
日

分

四
分

の

三

軒

以

上

の
極

め

て
廉

償

な

る
肉

を

、
此
二
少

の

堅

麺

包

及

米

叉

は
麺

類

と

土
ハ
に

得

た

り

、

唯

劃

し

き
勢

働

に
就

く

に
當

り

、

夫
等

の
人

々

の
労

働

能

力

を

支

ふ

る

た

め

、

牛

乳

に
て
叢

た

る
玉

蜀

黍

の
副

食

物

を

と

る

の

を

必
要

と

せ
り

。

(衛
生
學
者

ヵ
三
、.・.
は
「
肉
食
の
み
に
よ
り
潤
澤
に
人
を
養
ふ
・」
と
は
、
今
日
迄

の
所
頁
成

績
と
す
べ
き
に
非
ず
、
そ
の
理
由
は
蛋
白

の
再
吸
牧
不
充
分
な
り
と
す
べ
き

が
た
め
な
ら
ず
し
て
、
寧

ろ
必
要
な
る
肉
量
を
咀
嚼
す
る
の
不
能

に
存

ユ

ハ
ツ

ク

フ
ラ

イ

　
　

す
L
と
せ
り
、
果

し
て
然
り
と
せ
ば

挽

き

肉

乾
コ
2
ユ
ヨ
①
琴

に
よ
る
給
養
は
、
可
能
と
す
べ
き
こ
と
エ
な
ら
ん
、
尤
も

雰
日げ
ゴ①
唄
は
他

の
場
所

に

て
言

ヘ
リ
、
「
両
極
気
候

の
下
住
民
は
、
純
肉
食

に
よ
り
て
の
み
そ
の
氣
候

に
抵
抗
し
得

べ
き
を
知
る
」
と
)
人

口
密

度

を

増

す

と

共

に
肉

消

費

を

減

じ

、

一
定

数

人

員

を

養

ふ

た

め

牧

畜

同

様

の

土

地

面

積

を

要

せ

ざ

る

、

諸

農

作

物

を

増

す

は

自

然

の

登

展

魚

食

論

策
三
十
四
餐

四
八
七

第
三
號

二
三

tcf .Oldenberg,,DieKonsumtion``imGrulldl一}ssderSozla正 δ1ωnomil㍉II.Abt.
,2」

・2】:年 一・z16.1.TeilWir【5chafしu.Natur,2.Aulf。



魚

食

菰
散

策
三
十
四
巷

.四
八
八

第
三
號

」二
四

な
り

、
稠
密

に
土
着

さ
れ

た

る
支

那
の
牛
肉
消

費

は
最

小

な

り
、
猫
逸

に
於

て
昔
時

多
大

な
り

し
肉
消
費

は
、
第

一
六

乃
至

一
九
世
紀
中

人

口
増
進

の
た
め
肉

乏

し

き

に
至

れ

る
よ
b

、
特

に
田
舎

に
於

て
減

じ

た
り
、
爾
後

北
米

合

衆
国

さ

へ
も
亦
此

減
肉

紀

に
入

れ
り

、
右
大
勢

と
相
竣
ち

て
輸
出

を
見

た

る

に
よ

る
は
素

よ
り
な
り
、
≦

房
8

の
計
箕

に
よ

る

に
同
國

一
人
當

b
消

費

は
、

一
八

四
〇
乃

至

一
九

〇
〇
年

に
百

よ
り

五
九

%

に
減

じ

た
り

。
方
今

消

費
経

済
論

の
研
究

者

と

し
て
世

に
認

め
ら

る
る
同
国

ぎ

三

=
」
身

。。口
.。
∋

も
亦
言

へ
り
、

一
代

以
上

に
亘
り

を

内

浦

聖

王

逓

減

の
傾

向

を

示

し

.
唯

一
九

二

四

年

摩

そ

の
増

加

を

見

た

り

と

。
然

る

に
西

欧

に

て

は

之

に
反

し
最

近

時

代

中

代

償

高

く
V
ハ漸

騰

せ

る

に
拘

は
ら

す

、

一
面

に
於

て
急

に
叉

間

断

な

き
溝

費

屠

涯

を

告

げ

、
、耐

も

そ

は

諸

都

市

及
大

都

市

の
増

大

と

並

進

し

、
主

と

し

て
諸

都

市

及

工
業

地

域

に
之

を

見

た

り

、
旨

目
し・。。δ
P

コ

ω
岡Q・3

く
臼
1

8
お
∈
函

に
よ

る

に
現

濁

逸

領
域

に
於

て

、

一
八

一
六

乃

至

一
九

一

一
年

中

(
一
八
○
二
乃
至

一
八

=
ハ
年
の
戦
時
中
肉
生

産
は
減
じ
た
り
、
曹
に
於
て
一
五
五
百
萬
竜
よ
り

一
四
四
百
萬
班
に
減
じ
た
り
、
叉

一
八
一
六
年
に
つ
き
て
は
局
並
に
羊
の
屠
殺
、
並
に
肉

輸
出

に

封
ず
る
輸
入
超
過
を
不
憫
に
付
す
、
唯
是
等
三

目
を
合
せ
、

　
九

一
一
年
に
も

一
竜
以
上
に
多
く
出
で
ず
、
こ自
。}=
き
菌
『
の
立
法
、
行
政
及
國
民
経

濟
年
報

一
九

一
五
年
分
に
載
す
る

団
巨
&

の
「戦
時
及
平
時
国
民
給
養
論
」
に
よ
る
に
、

一
八

一
六
年
肉
溶
質

一
人
平
均
二
四
乃
至
二
五
冠
と
算
定

せ
ら
る
)
=

二
・
六
軒

よ

り

四

八

・
五
肝

に
増

し

、
九

十

年

代

に
は

増

進

最

も

迅

速

な

b

き

。
大

都

市

民

は
小

都

市

民

に

比

し

肉

を

食

す

る

こ
と

多

し

、

假

令

ば

錯

遜

に
て

は

一
八

七

五

年
中

牛

及

豚

肉

消

費

】
人

當

り

、

田

舎

及

小

郡
市

に

て

二

三

、

・
三
軒

、
中

都

市

に

て
三

四

、

∩
幕

∋
葺

N

に

て

四

二
・
八

U
円霧
号

詳

に

て

五

一
・
九

目
。
剛℃
N
西

に

て

八

丁

九
た

り

き

、

Z
葛

零
o
日

が

米
国

に
就

き

、

高

慣

叉

良

質

の
特

殊

食

品

に
於

け

る
消

費

増

進

は

、

他

の
特

殊

商

*cf .Nystrom,EconomicPrinciplesofConsumption.,29P.319.
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ク

ラ

ツ

カ
　

ス

品

の
消

費

減

少

を
俘

ふ
、

帥

ち

生

活

標

準

低

き

よ

り

高

き

に
遷

る
や

、

馬

鈴

薯

、

麺

包

.

堅

焼

ビ

ス
ケ

ッ
ト

、

諸

種

穀
物

、

罐

詰

物

、
蕪

菁

、

甘

藍

、

並

に
安

物

の
肉

假

今

ば

鷺

豚

、

コ
ー

ン
ビ

ー

フ
、

シ
チ

ユ
、一

肉

、
(値
高
き
も

料
理
に
手
間
と
ら
ざ
る
ス
テ
ー
キ
肉
に
封
ず
ど

の

一
入

當

り

使

用

を
減

す

と

せ

る
も

同

様

な

る

傾
向

を

辿

る
も

の

と

す

る

を

焦

・
難

以
外

の
諸

国

に
於

け

る
肉
消

費

は

.
前

出

窪

巳

の
研
究

に
よ

る
に
、

(・
人
は
皇

に
蓉

.。
の
婆

を
姦

望

饗

し
・
そ
の
漿

果

づ
童

に
カ
・
・
友

誓

叢

書

冨

・
・
委

し
た
-
、
之
・
よ
る
・

天

常
り
誉

纏

総
書

、
英
、

北
米
合
衆
国
・
陛

て
讐

伊
経

・
三

・
謹

・
於
落

・
多

し
、
之
長

・
露
、
禦

欝

呆

堅
し
は
か駕

し
軽

し
)
日
(
玉

一
年
)
三
乃

至
四
所

・
伊

(
一
九
・
・
年
)
一
面

研

、
馨

(
死

=

年
三

二
肝

、
佛

(
一
九
=

年
西

一
、
懊
弩

九
一
。
年
)

四
斎

・
大
不

測
顛

及
愛
璽

九

δ

年
〉⊥
ハ
○
肝

以
上
、
北
米
合
衆

国
(
死

。
葦

)
八

八
契

り

、
(麩

姦

に
。
き
外

國
貿
易
は
そ
の
国
情
に
鑑
み
・
大
不
列
顧
及
愛
蘭
並
に
北
米
合
衆
国
に
つ
き
て
の
み
算
入
せ
ら
る
)
重

留
然

丁
及

南
柏

西

の
肉

消

費

は

、

天

堂

り

二

六

〇

研

、

瀦

二

七

(∪
肝

に

及

ぶ

と

見

積

ら

る

(
.p

・・p
・
.一.二

..・5
島
。
、・
島
.
.
・。
.算
。
、
。
騨
・
.。
.駒
.っ
.
.
悼
。
h
)
從

ひ

て
牧
場
國
及
大
工
業
國
は
肉
消
費
上
先
頭
に
立

つ
、
素
よ
り
是
等
の
計
数
は
信
頼
し
得
べ
く
、
又
齊

一
の
方
法
に

よ

り
計

上

さ

れ
た
り
と

す

・
を
得

す
、
從

ひ

て
安

ん

じ
て
比
較

す

る
を
黛

、
就
中
英

及
濁

に
関
す

る
碁

は
最

も
周
密

な

る

べ
し
、
而

も

亦
濁
逸

に
つ
き
て

さ

へ
官

臆

の
計
算

上

五
〇
有
除

肝
と
算

定

さ
る

る
は
、
高

過

ぐ
と

し

て
反
響

ら
る
・
即
ち

雪

・
麦

そ
の
他
の
學
者
に
よ
る
に
そ
の
計
算
上
屠
讐

れ
た
・
塗

田
の
重
さ
は
、
約

五
乃
至

一
〇
%
丈
け
除
計

に
見
積
ら
る
、
比
較
的
信
頼
す
べ
き
錯
遜
の
統
計
は
文
数
研
丈
け
少
き
消
費
を
示
す
、

魚

食

論

第

三
+
四
巻

四
八
九

第
三
號

二
五

+cf .Nyst・ ・m,・P・ ・it・・P-3・8・



魚

食

論
.

第
三
十
四
巻

四
九
〇

第
三
號

二
六

大

工
業

に
當

れ

る
錯

遜
人

は
全
猫

一
人
卒

均

に
比

し
、

】
暦
多

量

を
消
費

す
と

す

べ
き

に
拘

は
ら

す
撚

り
と

す
馬

兎

に
角

肉
消
費

統
計

を
純
統

計
學

上

の
問

題

と

し

て
、
詳
説
評

論
す

る
は
之

を
別
稿

に
譲

り

、
諸
國

の
概

況

を
窺

ふ
の
趣

旨

に
よ
り

、
右

の
諸

計
数

を

塞

ぐ

る
と

共

に
、
別

に
文

園
の。。す
'
の
前

記
研
究

に
よ

れ
ば
、

一
九
〇

四
乃

至

一
九

一
一
年

の
濁

逸
肉

消
費

を
尋

均

一
人

當

り
屠
殺
肉

量

四
五

・
一
研
と

せ
る

に
劃

し

、
魚

肉
消
費

正
味

三
・
五

乃

至

四
肝

と
見
積

ら

る

る
こ
と

、
並

に

米
国

諸

地
方

に
よ
る

消
費

品
攣

り

の

研
究

上

、

間

に
合

ひ

易

き

こ

と

霧
塾
静
韓
亭
、
は
、
食

品
選
定

上

の
習
慣

を
動

か
す

の
力

大

な
b

、
例

へ
ば

罐
詰

の
鱒

は
海
を
離

る

る
こ
と
遠

き
陸

内

に
て
は
弘

く
用

ゐ
ら

る

る
も

、
東

面

の
爾
溝

岸
地

方

に

て
は
、
日
用
食

品
と

し

て
鮮

魚

の
占

む

る
品
位
甚

だ
高

ゆア

し

と

せ

ら

る

る

こ

と

を

併

記

し

お

か

ん

と

欲

す

。

(
註
)

上

掲
計
轍

に
批

剃
を
挿

む

の
鯨

地

あ
る
は

、
現

に
指

示
せ
る
所

な
り
、
此
程

の
研
究

に
封

し
如
何

な
る
鮎

に
批

判

の
鋒

を
向

く

べ
き

か
を

省
察

す

る

の
料
た
ら

し
む
る
た

め
、
ヌ

一
つ
に
は
本

邦
事

情

、
研
究

の
参

考
資
料

た
ら

し
む

る
た
め
、
前
記

津

=
&

の
コ
戦
時
及

平
時

国
民
給

養

論

一
σ
冨

く
o
=
.ψ9
づ
穿

「=ゴ
㏄
ヲ

宍
Hδ
鵬
3
島

一㌧二
巴
9

一
一
〇
及

一

一
一
頁

中
、
本
邦

の
事

實
を
取
扱

へ
る

一
節

を
左

に
紹

介
す

る

こ
と

エ

す
。

む

東

亜
中
統

計
を
徴

す

べ
き

も

の
日
本

あ

る

の
み
、
同

国

は

　
九

一

一
(
明
治

四

四
)
年

五

一
・
六
百
萬

の
人

口

を
有
し
、

そ

の
来

産
額

一
九

[

○

乃
至

=

一年

の

年
平
均

三

一
・
三
百
萬

岩
茸
,c景

〔
一

重
p
琴

「
は

八

;
學
。
『

に
し

て
、
「
五
六
斗

四
升

九
合

に
當

り
、

メ
ー

ト

ル
法

の
量

と
し
て
著
者
は
二
九
二
立
を
併
示
せ
り
)

就
塞

量

の
難

壁

要

約

三
9

八
百
萬

・一…

夏

な
り
・
来

は
.
ク
副

タ
ペ

付
約

八
○
募

重

さ
を
有
す

、
而

し

て

一
蛸

の
立
米

は
白
米

六

四
班
を

生

ず
、
さ

れ
ば
上
記

の
米
産

額

を
換
算

す
れ

ば
、
白

米

概

略

五
、

七
六
〇
百
萬

竜

に

當

る
、
同
時

に
約

四

〇
〇
百
萬
砥

の
輸

入
あ

り

し
を
以

て
、
計

六
、

一
六

〇
百
萬

竜

、
又

は

一
人
常

り

一

一
九

・
四

妊
、
そ
は

一
人

一
日
當

り
と

し

て
三

二
七
瓦

な
り
泊

　

む

小
夢
は
日
本

の
純
生
産
概
数
六
二
Q
百
萬
旺
、
輸
入
約
六
〇
百
萬
死
な
り
、
小
夢
粉

の
消
費

一
人

一
年
當
り

一
一
冠
、
之
を

一
人

一
日
當
り

cf.Nystrom,Op・cit・,P・322・



魚

食

論

第
三
+
四

四
九

第
三
號

七

動
植
物
買
食
合
計

魚卵鳥豚牛 植

物

質

食

肉 肉肉肉 計

他大黍大小米

の

蓼夢
豆

類豆 粉粉

1

三
三

一 四 三 八三 二 瓦
〇五 五 二三 「 ○○○○〇七

二 三 一
二 〇 八八 一 六 蛋

,■ ・ ■ ● ■

1 口ilIi ○○○○○○ %白

一

一 六 一・一 〇 〇 脂
・oo● ● ●

1 【目 目1 五 〇二 二六 二 %肪

A

四二七七七七

員

氷
炭

「 「同 日1 五 二 〇〇 一 六 %素

五
三

四
五〇 一 〇〇 五

一 一

二二二六三九 蛋
o ・o● ● ●9 ● ● ● ● ● ●

六 一六〇四六 九 二〇四四三 六 天 白

一

○・

0

○ ○ ○ ○ ○ 八

二 二.● 二'一L
二二!、 一 二 一 ノ、

〇六〇一〇〇
・ ● ■ ● ■ ■

一 四三 〇 二六
脂

八 八 二〇六〇〇〇 :瓦肪

三 二
含
水

五 二五二 四 炭
1 目 口 「 四 五 九 一一六 一 二 天素

一 一_ 一 内

入 七 一 二ニ一 一 口

一 五 六 三 六九 五 〇一 リ

四 〇 四 二〇六六八二 1

し

て
三
〇
瓦

に
過

ぎ
デ

。

む

　

大
夢

は
H
本

の
産
額

一
〇

・
五
百
萬

〔宕
三
。
ひ

種
穀

を

差
引

き
約

一
七
〇
〇
砥

な
り
、

そ

の
大
部

分

は
人

の
給

養

に
充

て
ら

る
と
す

る
を
得

べ
く

、
假

に
、
之

を
九
分

の
八

と
し

て
計
算

す

れ

ば

一
人

一
日
當

り
八
○
瓦

な
り
。

む

り

つ

む

黍
及

玉
蜀
黍
産

額

は
三
百
萬

〔覧
p鳥
。
瞬
・な

り
、
そ

は
純

牧
穫

五

七
二
百
萬

砥

に
當

り
、

一
人

一
日
當

り
三
〇
瓦

な
り
。

む

　

蛋
白

及
脂
肪

に
富

め
る
大

豆

L。
・雪
7
。
ぎ
聲

は
、
日
本

の
産
額

約

四
〇
〇

百
萬

砥
、

そ

の
外

術

同
量

の
輸
入
あ

り
、
從

ひ
て
少
く
と

も

一
人

一
日
當

り
四

〇
瓦

に
當

る

べ
し
。

　

　

　

そ

の
他

の
豆
類

は

一
人

一
日
當

り

}
○
瓦

に
相

宿
す

、
肉

の
溝
費

は
尠

し
、
日
本

の
牛

丁

田
百
萬
頭

、
豚

O
・
三
百
萬

頭
を
撒

ふ
る

に
過

ぎ

　

　

　

ず

、
そ

の
溝

費

は

一
人

一
日

當

り
牛
肉

三
天

、
豚

肉

二
瓦

、
鳥

肉

五
五
(?
)
を
示
す

に
過

ぎ
ず
、
乳

の
消
費

は

全

く
不
問

に
付

す

べ

し
。

野

纏

竺

奨

守

・
吾
人
ぱ
誕

茎

・
て
天

犀

誉

一
冠

・
百

首

と
し
三

。
甚

詣

り
黛

・
・

之
を

櫓
…括
表

示

ナ
れ

ば
次

の
如

し
。



魚

食

論

第
三
十
四
巻

四
九
二

㎜第
三
號

二
八

看

る
可

し
日
本

に
あ

り
て

は
そ

の
常

食
上
脂

肪
少

く

、
蛋
白
量

も
亦
少

く
、

カ

・
り

-
量

は
低
き
を

.
さ

れ

ど
欧
洲

事
情

と

の
比
較

に

つ
き

て
は
、
日
本
人

の
龍

重
低
き
を

不
問

に
付
す

べ
き

に
非

ず

、
そ
は
多
く

の
研
究
者

に
よ

る
に
成

人
飲

六
五
砥

な
る

に
日
本

五
〇
旺

に
過
ぎ

ず
、

全

人
口

の
重

さ
も
亦
同

じ
割
合

に
よ
り
低

か
る

べ
し

、
從

ひ

て
比
較

の
標
準

を
立

つ
る
た

め

に
は
、
日
本

の
統

計
的

平
均

を
欧
洲
人

の
儂

重

に

引

直
す

の
要

あ

り
、
即

ち
そ

の
平

均
を

一
三
封

【
○

の
割

合

に
よ
り
引
上

ぐ
る

の
要

あ

り
、

み
、
の
結
果

と

一

て

一
人

一
日
當

り
蛋
白

歩
合

七
〇

或

、
脂

肪
歩
合

、

一
四
天

.
カ

ロ
リ

ー
量

二
三
六
〇

に
常

る

べ
し
。

か
く
換
算

す

る
も
亦
日
本

は
欧

米
諸
大

國

に
比

し

.
最

も
低
き
蛋
白

叉
脂

肪

量
及
最

低
熱

地
を
示
す
、
一
般

に
平
均
騰

重

四
五

妊

に
過

ぎ
ざ
る

べ
き
全

人

口
と
し

て
は
、
蛋

19
量

一
人

一
日
六

二
乃
至

六
九
天

に

て
足

燈

べ

し
ど

せ
る

男
鼻

葦
門
の
規

矩

は
、
日
本

人

に

つ
き
略
適

合
す

と
な
し
得

べ
か
ら
ん

も
、
蛋
白

は
成
人
勢

働
者

に

つ
き

て
も
亦

五
〇

乃
至
六

〇
瓦

に
て
足
れ

り
、
唯
螢
養

上
明
噺
的

と
す

べ
き

カ

ロ
リ

丁
重

は

、
中
等
勢
働

に
當

る

べ
き
成
人

勢
働
者

に
付

一
日

三
千

乃
至

三
千
五
百
を
要

す
と

せ
る
反

蛋
白

狂
論
者

顛
貫
;
&
ρ

O
=
葦
・・
ゴ
・ぎ

=
等

の
意

見

に
照

す
時

は
(
前

記
引

用
論
文

九
〇
頁
参

照
)
そ

の
標
準
以

下
た

り
と
す

べ
き

や
注

植
毛
づ

へ
き

こ

と

た

ら

ん

一

八

動
物
質

食

品
と

し

て

の
鰍

肉
叉

は
干
魚

肉

の
取
捨

に
就

き

、
我

邦

が
欧

米
諸
國

と

そ

の
輕

重

を
異

に
す

る
の

一

班

は

、
以

上
柳

か
摘

示

せ

る
所
な

り
。

昭
和

六
年

二
月
内
閣
統

計
局
刊

行

「
家

計
調
査

報
告

、
榮

養

に
關

す

る
統

計

表
」

中

、
各
人

の
榮
養

上
必
要

と
す

べ
き
分
量

は
、
男
女

年
齢

の
相
違

に
よ
り
差

あ

る

べ
き
を

酬
配

し
、
男
女

年
齢

O
l

一
歳

三
、

二
一

四
歳

四
、

五
一

七
歳

五

、

八
一
.
一
〇
歳

七
、

一

一
i

一
四
歳

八
、

一
五
一

二
〇
歳

一

〇
(
但
し
女
九
)
二

一
歳

以
上

…
○
(但
し
女
九
)
の
比

に
よ
り
、

一
人

當
り

を

一
泊
喪

軍
位

に
換
算

し

て
示

せ

る
所

に
よ

る
に
、

一
消
費

軍
位

一
日
當

り

、
「,榮

養
概

取
量

の
李

均
時
期
」
と
し

て
選
ば

れ

た
る
五

月
及
十

月

の
総

結

果

に
よ

れ
ば

、
魚
介
類

毛
穴

琵

、
肉
類

八
琵
と

せ
ら

る
る
も
、
之

が

一
の
裏

書

と
な

す

べ
し
。
而

し

て
榮
養

の
観
貼

よ
り

せ
る

二
者

の
比
較

を
基

本
的

に
究

む

る
は
、

主
と

し

て
専

門
家

の
研

究

に
竣

つ
べ
き
事

に
し

て
、
吾

人

の
克

く
企



及

し
得

べ
き
所

に
非

す

、

さ
れ
ど
行
文

の
順
序

上
、

そ
の
概

要

を
繹

ぬ
る
は
有
用

覗
す

べ
き
を
以

て

.
以
下

柳

か

之

が
略
説

に
及
ば

ん
と
欲

す

。

多

く
の
水
産

動

物

は
多
量

の
脂
肪

及
蛋
白
質

を
備

へ
、
滋
養

分

に
富

み
保
養

的

に
し
て
、
獣
肉

成
分
と
多

く
異

る
所

な
し

、
但

し
水
分

に
富

み
繊
維

は
全

く
無

き

に
近

し

、
概

し
て
滋
養

の
カ

は
獣
肉

に
劣

れ
ど
も

、
其

の
僻
案

含

有

は
魚

肉

に
就

き
特

に
君

る
べ
き
黙

な
り

、
爲

に
紳

純
系

に
稗
補

す

る
所
多

く
、
精
神

弊
働

者

に
適

す
と

せ
ら

る
、
食

用
.の
目
的

上
魚

は
白
色

魚
及
赤

色
魚

に
二
大

別
す

る
を
便
宜
と

す

べ
く
、
人

の
螢
養

上

よ
り

せ
ん

か
、
前

者

は
獣
肉

に
蝋

る
劣

る
も

、
鶏

卵

に
ぱ
勝

り
、
後

者

ぱ
他

の
赤

血
動
物

の
肉

と
相
去

る
こ
と
遠

か
ら
ず

、
魚

類

の

消

化

は
獣
肉

よ
り
悪

し
と

も
説

か
る

れ

ど

脂

肪
少

き
魚
肉

は
寧

ろ

消

化

し
易

し
と

す

ぺ
け
ん
魚

を
烹

て
食

卓

に

上

す

れ
ば

目
方

を
落

し
滋
養

の
力

を
減

す
、
鳥

獣
肉

も
亦
撚

り

と
錐
も
魚

肉
中

に
は
溶

解

し
易

き
質
多

く
、
水

に

溶

け
去

る
こ
と
多

き
を
以

て
、

一
層

適

切

に
之

を
説

く
を
得

ん

、
欄
　
製

、
臨

魚

o
同旨
ωm
一N
Φ
昌
o
ロ
.
で
鼻

①
一目

騨
漬

ヨ
註

三
韓
窪

と

な

す

に
よ

り
、
諸
徳

は
螢
養

素

の

一
部

を
失

ふ

べ
き

に
拘

は
ら

す

、
常

談
生
魚

に
比
し
高

き
螢

養

素

を
備

ふ

べ
し

、
是

等
加

工

法

に
よ

り
何

れ
も
そ

の
水
分
を

減
ず

れ
ど

、
そ

の
多

く

は
魚
滓
分

の

一
部

を

も
亦
斥

ぞ

く

べ
き
を
以

て
な
り

、
燻

製
魚

、
乾
魚

,
醜

魚

は
間

々
使

用

前

に
水

に
漬

く

る
の
手
績

を
重

ね
、
始

め
柔
軟

と

な

り

て
汁
を

出

し
、
滋
養

の
致

を
減

す
、
魚

肉

消
化

の
渥

速

は
、
第

一
に
自

色
魚
最

も
漕
化

し
易

く
、
次

い
で
扁

魚

、
介

魚

.
淡

水
魚

、
赤

肉
魚

の
順

に
よ

り
之

に
亜

ぎ
、
脂

肪
多

き
魚

の
消
化

は
最

も
不
良

な
り

、
さ

れ
ど
魚
肉

は
屡

々
低

廉

な

る
食

物

を
授

け
、
特

定

の
魚

種

は
貧

民
階
級

の
た

め
、
又
大

民
衆

の
給
養

上
償

値
満
足

の
食
物
視

魚

食

論

策
三
十
四
巻

四
九
三

第
三
號

二
九

管cf ,QしtoKestneru,H,W.Knipping,DleEr磁hru口gdesMenschen.,24S.

761小 鹿 鳥 果 著 日 本 食 志307-309頁 ラ食 品 僻 典lo6頁 以 下



魚

食

論

策

三
十
四
巻

四
九
四

第

三
號

三
〇

す

べ

し

、

(
本
邦
鮒
の
如
き
は
そ
の
適
例
と
し
て
擧
げ
得

べ
し
、
加
之
吾
人
は
同
意

の
食
養
上

に
於
け
る
慣
値
を
重
観
す
る
と
共
に
、
尠
く
と
も

從
來
は
本
邦
地
力
維
持
に
貢
献
す
る
所
多
か
り
し
妻

を
、
緩

し
難
し
・・
考
ふ
。
近
刊
號
立
露

學
参

照
)
魚

介

消

費

上

葉

よ

り
本

邦

と

雲

泥

の
差

あ

b

と

す

べ
き

濁

逸

に
於

て
、

現

に
そ

の
消

費

は
術

大

に
増

進

す

る

の
可

能

あ

り

と

せ

ら

る

、
帝

国

濁

逸

の
統

計

局

が

塞

前

の

一
事

業

と

し

て

、

全
国

の

選

定

所

帯

に
就

き

方

法

上

の

理
論

愼

思

の
上

質

施

し

、
本

邦

大

正
十

五

年

九

月

以

降

一
ヶ
年

に
亘

り

し
家

計

調

査

の
良

参

考

例

と

な

り

し
同

国

家

計

調

査

の
結

果

に

よ

る

に
、

二

九

〇

八

年

都

及

田

含

に
於

け

る

小

資

産

家

族

の
八

五

二

所

帯

は

、
魚

(燻
製
を
含
む
)
の

た

め
準

均

一
五

・
九
五
馬

克

を
清

費

せ
り

、

そ

の
総

経

費

の
○

・
七
%

、

又

は
食

費

の

∵

六
%

な

h

、

(同
調
査
報
告
書
は

陛
延

窪
豊

.自

ノ浮

『
nげ
亀
甲

・̂
。7コ
=薦
。・
5
巨

⑦旨
向日
三
。洋
。H
蜀
陣…

〔三

日目
U
㊦季
6一同・ロ
閑
。喜

。・
N・
℃・…
奪

魯

・毒

力
。…。藪

・琶

『
『藝

。.
.8

な
り
、
特
に
そ
の
概
説
中

印

・。
参
照
)

一
入
當

り
消
費

は
現
今
濁
逸

に
於

て
約

七
軒

な
り

、
(前
出

国
・・一.ロ
の
推
算
に
比
し
、
多
き
を
注
意
す
べ
し
)從

ひ

て
魚

は
今

猫

濁
逸

に
於

て
は
国

民
食

物

叉
大

衆
食

物

た
ら

す
、
諸
加

持
力

敷
國

に
於

け

る
魚

消
農

は
比
較

的
大

な

カ
ベ
ル
ヤ
ウ

リ
、

一
班

の
牛

肉

は

二
肝

の
大

口
魚

又

一
.
六
軒

の

Q。
6
言
=
評
。
7
(英
語
の
訂
&
。。ご

と
等

し
き
蛋

白
質

を
含
む

、
燻

製
魚

の
蛋
白
含

有
量

は

、
元
來
鮮
魚

の
そ
れ
よ
り
大

な
り

、
魚

の
脂

肪
量

は
脂

肪
及
蛋
白
質

に
富

め

る
鮮

を
例
外

と

し

、
牛

肉

の
同
含

有
量

に
劣

る

(大
口
魚
の
如
き
は
肝
臓
中
に
之
を
含
む
に
過
ぎ
ず
)
を

以

て
、
料

理

に
際

し
他

の
脂
肪
を

加

へ
て
之

を
補

ふ
こ
と

を
要
す
と

す

る
は

、
鯛

の
刺
身

及
醗

焼

の
淡

味

を
悦

ぶ
邦
人

に
比
し

、

一
般

に
厚

獄

の
肉

昧

を
嗜
む

べ
き
濁
逸

人

の
言
説

と

し

て
は
、
左

も
あ

る
べ

き

こ
と
と

す

る
を
得

ん
、
螢
養

素
關

係
を

斟
酌

せ
ん

か
、
新
鮮

及
燻

製

の
海
魚

は
、
牛
肉

に
比

し
六
六

%
廉
償

に
し

て
、
淡

水
魚

は
約

二
〇
%
高
値

な

り
、
淡

水
魚

は



イ

ン
シ

ビ
ツ

ド

フ

レ
　

ウ

ガ
ア

ロ

鱒

及

斤「。
三

(掲
逸
語
の

勺
。.。=
。)
を
除

け

ば

、

味

気

な

き

を
原

則

と

す

る
も

、
殆

ん

ど

一
切

の
海

魚

は
食

用

に
供

せ
ら

る

と

、
英

人

に

よ

り

同

国

事

情

に

本

づ

き

て

説

か

る

る
は

、

之

を

そ

の
儘

本

邦

に
的

賞

し
兼

脅

べ
き

も

、
大

衆

向

た

る
璽

鮭

と

享

樂

品

た

る

鮎

、

ゴ

リ
叉

ア

マ
ゴ

の
樹

立

に
想

到

し

て
考

ふ

る
と

き

は

.

そ

の
旨

意

大

に
味

ふ

べ
き

を

想

は

し

め
ん

、

兎

に
角

正

當

の
愼

慮

及

科

理

に
よ

ら

ば

、

魚

は
嗜

味

に
適

し

、

叉

之

に
何

等

か

健

康

損

喪

の
危

瞼

を

件

ふ

こ

と

な

か

ろ

べ
き

は

(唯
魚
は
腐
敗
し
易
く
し
て
中
毒
の
危
険
多
一
、
叉
之
に
寄
せ
集
る
べ
き
小
轟
の
媒
介
に

よ
り
、
傳
染
病
を
導
く
の
虞
に
富
む
も
、
そ
は
之
が
検
…査
及
取
締
を
巖
に
す

べ
き
理
由
と
こ
そ
な
れ
、
之
を
斥
ぞ
く
る
の
理
由
と
す
る
に
足
ら
ず
、

河
豚
の
如
き
性
來
の
毒
魚
も
、
人
智

の
明
に
よ
り
忌
月
及
割
烹
に
注
意
す
る
限
り
、
之
を
八
鮮
の
珍
味
に
加

へ
得
べ
き
、技
巧
あ
る
に
よ
り
て
も
亦
之

お

を
力
諭
す
べ
し
羊

肉
と
異

る
所

な
か

る

べ
し
と

、
西
人

間

に
も
魚

肉
謳
歌
説

を
見

る

に
至

れ
る
や
故

な
き

に
非

す

。

(
註
)

碩
學
佐
藤
倍
淵
に
よ
り
そ

の
著
経
済
要
録
巻
十
三
中

「
漁
猴
を
業

と
す
る
の
地
方
は
、
魚
を
多
く
得
る
こ
と
を
勤

む
べ
し
、
若
し
魚
を
多

む

あ

く
得

た
る

の
上
は
、
此
割
調

の
術
を
精
密

に
し

て
、
其

肉

の
久

く
敗

れ
ず

し

て
、
味

の
美

な
ら
ん

こ
と
を
移

る
を

專
要

と
す
」
と
切
言

さ
れ

し

が
如
く

、
古

来
魚

肉

の
久

貯
足
食

の
目
的
上

、
之

が
加

工

の
必
要

を
告

げ
、

叉
そ

の
諸
方

法
を
弘

く
各
地

に
周

及

せ

し
め
た
る
、
我
邦

国
情
よ

り

せ
ん
が
、
前
引

用

目
塞
ヨ
巽

F

ヨ
三
七
「コ
σ。

の
著
書

中

、
魚

肉
特

に
そ

の
加
工

に
付
き

設
け

る
所

は

、
多

く
學

ぶ

べ
き

も

の
を
見
す

と
難

も

蜀

逸
事
情

を
窺

ふ
の

一
助

と
も

な
し
得

べ
き
を
以

て
、
前

引
用

文

の
前

後

に
【亘
り

て
説
け

る
所

を
左

に
紹
介

す

べ
し
。

.

魚

類
中
脂

肪
少

き

も

の
(
大

口
魚

閑
⇔
ご
①言

ξ

○。
多
。ま

切9

蝶

一、ぎ
己
。ご

ω
。
三
。δ

梭

魚

団
・畠

こ

は

一
五
乃
至

一
八
%

の
蛋
白
質

、

○
・
五

乃
至

一
%

否

そ

の
以
下

の
脂
肪

を

有
す

、
換

言
す

れ
ば
太
く
瘠

せ
た

る
檀
肉

に
し

て
百
五

七
〇
乃
至

八
○
カ

ロ
リ

ー
を
有

す
る

に
過
ぎ

ざ

る
も

の
」
成
分

に
庶
幾

し
。

脂
肪

多

き
魚

(
鮮

、
鯉

、
鱒

、
鰻
)
の
麟
養

偵

は
甚

だ
大

な
り

、

一
二
乃
至

二
〇
%

の
蛋

白

質

、
七
乃
至

二
八
%

の
脂

肪
を
備

へ
、
約

一
三
〇

乃
至

三
〇
〇

カ

・
リ

ー
を
授
く
。

魚

滓
量

は
魚
種

に
よ
り
不
定

な

り
、
全
魚

と
し
て
五
〇

%
臓

腑
抜

き
頭
付

の
魚

三
〇
%

、
そ

の
頭
無

し
に
て

一
六

%

に
見
積

る
.べ
し

、
鰻

に

あ

り

て
は

そ
は

二
五
%
を
占

む

る

の
み
。

煙
…製

に
あ

り

て
は
魚
而

も
鮮

は

そ

の
儘

、
鰻

、
蝶

、
大

口
魚

は
内
臓

を
去

れ
る
後

、
多

く

は
騨
水

中

に
漬
け

、
次

い
で
薪
火

の
上

に

て
乾

か

し
、
煙

に
嘗

て

ム
そ

の
作

用
を
蒙

ら

し
む
、
か

エ
る
取

扱

ひ

の
た

め
水
遊

に
温
熱

に
よ

り
溶

け
去

る

べ
き
幾
分

の
脂
肪

は
、
魚
肉

よ
り
取

去

ら

る
。

魚

食

論

策
三
十
四
巻

凶
九
五

第
三
競
い

=
二

cf.L.B1{:hl,Art.,,Fischere至``im.WδrterbllchderVolkswir1:schaft.
,111 .S.872,Hammerton,ConciseUniversa]Encyclpp記dia.p,602.
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魚

食

論

策

三
十
四
巻

四
九
六

第

三
號

三

二

聡

魚

に
あ

り

て
は
食
聴
吸
攻

の
た

め
、
水

分

は
魚
肉

よ
り
放
出

さ
る

べ
し
、
さ

れ
ど
之

と
共

に
窒
素
化
合
物

及
鑛

物
質

も
失

は
る
、
醜

魚

は

使
用
前

に
水
洗

ひ
せ

ら
る

エ

の
要

あ
り

、
N
配馨
N
に
よ
れ

ば
之

が

た
め

に
街
蛋
白
質

の
約

六
%
は
失

は
る
。

塑
漬

に
あ
.り

で
は
鰯
魚

は
酢
及
香

料
入

り

の
液
汁
内

に
お

か
る
。

干

魚

Q。
[。
。察

・。一。
(
久
貯

焦

目叩
一.一。・。一四畠
.
=
..薫
陶巴Φ一口
の
要
部

を
占

む

べ
き
)作

製

に
あ

り
て
は
、
脂
肪
少
き

魚
主

と
し

て
大

口
魚

、
鯛

は
、
頭

及
内

臓

を
去

り
硬

化
ナ

る
迄

空
中

に
て
之

を
乾

か
す

、
是
等

の
魚

が
乾
製
前

に
割

か
れ
、
賭
物

と

せ
ら

る

瓦
と

き

は

室

一℃
℃
評
6ゴ

と
呼

ば

る
、

か
く
弾
物

と
せ
ら

る

義
こ
と

に
よ
り
、
害
轟

の
加
害

を
免

る

べ
し
、
是

等
加

工
魚

は
使
用
前

に
そ

の
肉

の
繊

維

を
再
び
張
大

せ

し
む
る
た

め
、

水
分
肉
内

に
浸
込

む
迄
水
に
漬
く
る
の
要
あ
り
、
之
が
た
め
に
魚
肉
毘

妻

化
合
物

の
約

[
二
%
及
鑛
物
質

の
一
部
は
失
は
る
べ
し
・

、
薪

介
せ
葺

に
就
　

立
ち
て
昔

・
得
ぺ
凄

、
森

窮

貴
重
の
良
農

す
ず

、
諏

、
諏

舞

舘

魏

総

舞

歌

無

覗

せ
ら

る

エ
に
あ

り
、
鰻

及
昆

布
を
麻
殻

の
祭

祀
及

説

事

に
も
賞

用

す
る

の
俗

、
果

し

て
文

化

に
取
遺

さ
れ
た

る
塾

風
覗

す

べ
唐
乎

、
吾

人

は

尚電
離
・り
羅
}…祭
を
頼宏
殴
'
に
縷
ら
一ん

一・」
欲
訟
,
る
軒
㌍聴

り
。

重

き
室
腹

戚

を
免

が

れ
ん
と

す

る
は
、
古

く
よ

b
入

の
努

め
し
所
な
り

、
か

く

て
そ

の
實

際
食

物
撮

取

は
、
元

来

何
等

の
空

腹
戚

を

も
起

さ
ざ

ら
し
む

る
た
め

、

一
食

物

の
終
何
量

を

必
要

と
し
、
又
食

物

と
し

て
何
を

必
要
と

す

る

か

に
よ
り
決

せ
ら

る
、
依

り

て

囚
。
・,9
。
.
は

】
食
物

が
消

化
器

の
働

を
求
む

べ
き
時
間

の
長
短

を

、

そ

の
飽

足
横
位

Q∩
葺

崎
戸三
㈹
笛
'く
.
.[

と
呼

び
、

食

品
研
究

上
螢
養

償

値

以
上

に
、
北
新

標
準

を
掲

げ

て
之

に
臨

む

に
至
れ

り

、
之

が
詳
説

評

論
は
素

よ

り
吾

人

の
試
む

べ
き
限

り

に
非

る
も

、
そ

の
見
地

よ
り
魚

肉
を

品
隲

せ
る
所

興
味

あ

る
を
以

て
、
之

を
附
説

し

お
く

べ
し

、
そ

の
説

に
よ

る

に
魚

の
中

鰻

そ

の
他

の
脂
肪
多

き
魚

は
、
牛

肉

に
比

し
高

き
飽

足
債

値

を
有

す

る
も
、
大

口
魚

の
如

き
淡

薄
な

る
魚

は
、

そ
の
儂
値
牛

肉

に
比

し
遙

か

に
低

し

、
そ
は
大
宣

傳
あ

る

に
拘

は
ら

す

、
魚

の
嗜

食
が
民

間

に
馴
致

さ
れ
難

き
を
見

る
の
断
然

た

る
理
由

た
り

、
魚

は
牛

肉

と
等

量

の
蛋
白

を
有

し
、

そ

の
昧

美

た
り
、
又

そ

の
蛋
白

は
生

物
學

的

に
尊

重

す

べ
し
と
宣
傳

せ
ら

る
る
は
可

な

り

、
さ

れ
ど
書
蚕

御
馳
走

の
本

膳
と

し

て
の
魚

食

は
堪

へ
ら

れ
す

、
鉋

足
横

位
不

足

す
と

の
戚

じ

に
饗

し

、
従

来
色

々
之

が
推
暴

を
見

る
も

、

何

れ
も

そ
の
数
果

を
奏

せ
ぎ

b
き
と

せ
瓠

.
(
未
完
)
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